
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

貸付件数

(件)

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

○ 平成28年度に、近年の貸付実績に応じた資金造成額とするため、当該事業における貸付原資の一部縮小を実施し、平成29年度は事

業の動向を見守る年となる。

○ 平成28年度末に３件の貸付相談が寄せられており、引き続き事業体等の経営改善に必要となる資金の貸付を進める。

目標に対

する成果

の状況

○ 貸付の実績は0件だったが、当該事業の貸付相談は５件寄せられた。

○ うち４件は自己資金若しくは一般的な融資機関からの融資により資金調達の目途が立ったため相談取りやめとなり、残りの１件は貸付

申請の期限に間に合わず貸付とならなかった。（H29に申請書提出を予定）

 概算事業費（B（A）+C） 65,120 123,166 81,899

3,166 1,899

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越 0

概　算

人件費

0.40 0.40 0.24

3,310

61,810 120,000 -

補正予算 -78,182 -100,000 -

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度28年度28年度28年度

Aの

財源

120,000 80,000

61,818 120,000 80,000

0

0 0 0

0 0 0

00

H28事業実績

H28 H29

（当初） （決算） （当初）

貸付事業及び債権管理 貸付金

・貸付相談の実施（５件）。

・年度内の償還を適切に実施。

・貸付需要に対して過大な資金造成額の自主納付

（国：8,000万、県一般会計：4,000万）完了

220,000 120,000 80,000

1-1 林業再生の実現 実施期間 S51 ～

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

林業・木材産業改善資金助成法 ほか

総合５か年

計画

プロジェクト  - E-mail ringyo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

1-4 森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・

確かな暮ら

し実現総

合戦略

信州創生の基本方針 -

事業番号 10 02 27 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 林業改善資金貸付金林業改善資金貸付金林業改善資金貸付金林業改善資金貸付金
担

当

課

部局 林務部

課・局・室 信州の木活用課

80,000

○ 林業・木材産業経営の健全な発展、林業生産力の増大及び林業従事者の福祉の向上を図る。

　  目標：年間貸付件数６件

○ 林業経営においては、木材価格が長期にわたり低迷する反面、人件費等の経費が増大する等、採算性が悪化している。

○ 効率的で安全な林業経営に必要な機械や施設の導入を援助するため、中期的な無利子融資が求められている。

220,000 80,000

合計（A) 61,818

6

29年度

0 0

当初予算 140,000

○ 年間貸付件数６件（H27貸付実績６件で同規模の貸付を見込む）

Ｈ28
H29

目標

H27末

目標

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法

120,000

成果目標の達成状況

項目 H26末

3 6 0 未達成

施策展開 -

成果 達成状況

5

合計 220,000


